
平成３０年度　学校評価表

学校評価の流れ（※平成30年度の学校評価が平成31年度（令和元年度）および令和2年度の教育活動につながる部分のみ表記しています。）
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戸越台中学校校区教育協働委員会 委員長 美谷島　正義

　校区教育協働委員会は、品川区校区教育協働委員会設置要綱（改正 平成３０年３月３０日教育長決定要綱第７号）
に基づき、次に掲げる事項について、学校評価を行っています。
　(1) 学力に関すること。
　(2) 人間性や社会性に関すること。
　(3) 体力・健康に関すること。
　(4) いじめ防止の取組に関すること。
　(5) 特色ある教育活動に関すること。

　学校評価を行う際、評価項目ごとに「成果指標」と「取組指標」を設定し、取組状況と取組によって表れた成果に
ついて把握しています。学校評価により浮き彫りになった学校の課題を委員会で共有し、改善策を考えました。
　学校評価の結果を公表するとともに、今年度の取組の見直しや来年度の教育課程の編成に生かしていきます。
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平成30年度 学校評価 品川区立戸越台中学校
評価項目１ （学力に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

家庭学習の定着　定着率７０％
今年度は７・８年で実施。クラス格差は多少あるが、７０％以上
は提出できている。 B

・自学ノート（１・２年）を行わせ、明日の予定
や日々の反省（全学年）を実施させる。（毎
日）
・定期考査の学習計画の立て方を指導す
る。（考査前年４回）
・eライブラリを活用させる。（使用率５０％）
・定期考査後の「学習カルテ」による振り返り
を行わせる。(年４回）

・自学ノートを提出することは定着してきている。しかし、チェッ
クの仕方や内容等、ルールの統一が課題。
・「学習カルテ」による振り返りは朝ＳＵや教科の時間内では定
着しているが、自学ノートとのリンクができると更によい。
・考査前の学習計画表についても同様である。
・eライブラリの使用率は５０％以上あるが、定期的に活用して
いる生徒は少ない。

B

授業改善　授業アンケート「できる」「わかる」
８０％

全学年・全項目９０％以上達成した。 A

・授業アンケートを全学年で各学期末に実施
し、結果を検証し授業改善に生かす。
・ICTを含め指導方法の工夫改善を単元で１
回以上行う。

・７年生でややポイントが下がったものの、補充教室等で対応していく。
原因は授業規律の徹底で、授業の環境づくりをしていく。
・教科の特性もあるがＩＣＴを活用し、視覚的に入ることで理解度を上げる。

A

・学力調査等の結果分析を行い、授業改善
を行う。（毎学期）
・生徒個々の課題への対応を確認テストや
小テストの結果、学習カードにより行う。（毎
時間後）

・区学力定着度調査の補充プリント等も活用し、学力の定着を
図っている。
・確認テスト・小テスト・学習カードは毎時間行うことはできない
が、単元ごとや長期休業後に実施し、個々の課題を明確にで
きている。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

自ら学び、よく考え、行動できる生徒を育てるための基盤となる「基礎学力の定
着」に努める。

・「自学ノート」の全学年での実施。内容や提
出等について年度内に検討し、明文化する。

・学業指導としての「テストを終えて」や「学習
カルテ」を活用して「自学ノート」を行うなど工
夫させる。

・eライブラリーの年度初めのパスワード渡し
と活用について、今年度同様授業や補充教
室でも行っていく。

今後の課題と改善策

重点目標

評
価
指
標

①

・「学習カルテ」・「テストを終えて」５科については全学
年継続実施。
・授業アンケートも全校全学年で実施。生徒自身の振り
返りと共に、教員自身の指導方法の見直しも行ってい
く。
・９年生は年２回（７月・１０月）の実力テスト、７・８年生
は年１回（２月下旬）の実力テストを行う。
・2019.4実施の区の学力調査で経年変化を見ると、９
年生は高いレベルで５科目とも達成しているが、８年生
については若干下回っている教科や逆に上がった教科
も見られた。８年の都の学力調査・９年の全国学力調
査についても同様の結果がみられた。今後とも８年に
ついては授業規律を引き締めながら、基礎・基本に立
ち返り、全学年とも授業改善を進めるとともに指導方法
の工夫をし、学力向上に努める。



平成30年度 学校評価 品川区立戸越台中学校
評価項目２　（人間性や社会性に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

重点３項目「あいさつ」「時間を守る」「決まり
を守る」「役割を果たす」を設定し、生徒指導
に努める。アンケート肯定率８０％

１学期・２学期末のアンケートにより、生徒のとらえ方はおおむ
ね良好であるが、教員のとらえ方との差がある。あいさつのレ
ベル表を作り改善を図っている。

B

・日常的な指導を徹底し、委員会や部活動で
取り上げるとともに、マナーアップ運動を全
学年で毎学期実施する。

マナーアップ運動については、各学年・委員会・生徒会で行う
ことができた。更なる意識づけや取り組みを検討していく必要
がある。

B

1年移動教室、2年校外学習、3年修学旅行
を核に体験活動を通して、自己の在り方・生
き方を考える生徒の育成に努める。
（各行事取組アンケート達成率８０％）

体験活動や行事等の取り組み内容は充実しており、生徒の意
欲や積極性も高く、80%を上回っている。 A

・市民科の取り組みを見直し、目標を明確化
し生徒の取り組みの充実や心の変容を図る
（毎時間）３年間を見通した指導計画を立
案、実施する。

３年間を見通し、市民科の計画も立てられているが、学年に
よって単発で入るものもあり、指導計画通りいかない面も見ら
れたが、どの学年も充実したものになっていた。

B

本校の特色である「高齢者とのボランティア
活動」「保育園児とのふれあい活動」「立志
式・講演会」等を充実させる。（生徒全員年１
回以上参加）

「労わる」・「敬う」等様々な体験を通して自己の生き方・在り方
について考えることができました。ボランティアに対しても積極
的な生徒が多かった。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・キャリア教育として、３年間を見通した計画
の再考。行事・生徒会・市民科等、本校の特
色を見直し、全員が意義をわかり、取り組め
るようにしていく。

・2019年度から京陽小学校・宮前小学校と共
に市民科一貫プランを作成。「生き方」をテー
マに進めていく。

社会に活躍貢献できる生徒の育成に努める。重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・「挨拶のレベル表」を活用し指導を継続。
・「時間を守る」・「役割を果たす」等、教員の
意識を高め共通理解を更に深めて、取り組
みを見直す。
・マナーアップ運動についても今年度中に指
導体制等を見直し、次年度の計画を立てる。



平成30年度 学校評価 品川区立戸越台中学校
評価項目３ （体力・健康に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

保健体育や体育的行事の取り組み・参加意
欲の向上を図る。アンケート肯定率８０％

運動会等体育的な行事に対しては積極的に取り組んでおり、
アンケートも達成できている。体育の授業については二極化
が進んでいる。

B

・スポーツテスト等での結果の活用、長距離
走での個人内評価（伸び率全員10%up）に取
り組み、意欲の向上を図る。
・体育的行事では、生徒会体育行事委員を
中心とした取り組みを充実させる。

・体育的行事・日々の体育・昼休みの活動等、体育行事委員
がきちんと動けた。
・持久走を３学期になって取り組んでいるが、苦手とするもの
が多い中で、記録・目標を定めさせながら進めている。

B

基本的な生活習慣の定着　定着率８０％
（早寝・早起き・朝ごはん等）

多くの生徒が朝何か口にして登校できているが、タイムくんを
見ると寝る時間等はかなり遅い生徒もいる。 B

・区の調査等を分析し、生徒・保護者への指
導を行う。（要改善者継続指導）
・保健の授業や養護教諭・SCによる生徒へ
の働きかけや連携を行う。（学期毎）

区の調査（iチェック）の分析もしっかり行い、生徒理解と共に面
談等で保護者にも伝えてきた。様々な課題を抱える生徒につ
いて連携を図り進めてきているがまだまだ十分ではない。

B

・学校便りや保健便り・給食便り、また給食
試食会等で保護者への啓発（月１回）

お便り等は発行回数・内容ともに充実してきている。 A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

多くの家庭は学校の指導への理解、協力に
努めているが、まだ十分でない現状がある。
今後も啓発活動も続けながら、生徒の健全
育成に努めていく。

心身ともに健康な生徒の育成に努める。重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・体育を苦手とする生徒や好きな分野にだけ
に力を入れる生徒も多い中で、基礎的な体
力づくりと集団で仕上げていく喜びが味わえ
るように、授業改善・行事内容の再検討を図
る。



平成30年度 学校評価 品川区立戸越台中学校
評価項目４　（いじめの防止の取組に関すること）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

生徒理解を深め、学級・学年等、個人及び集
団としての成長を促し、リーダーシップ・フォ
ロアーシップを醸成する。
（学校生活充実・満足度７０％）

生徒の学校満足度は高い。教員の数値との差がある。様々な
調査結果等も含め個の理解と共に集団の成長を促してきた
が、発展途上である。

B

・日々の生活ノート等のチェックや日常的な
声掛け・面談を実施する。（毎日）
・区学力調査、hyperQU等を実施し、個々人
の分析・家庭環境の理解を深め生徒指導に
当たる。（学期１回以上）

様々な取り組み・分析・対応策等考えて行ってきた。生活ノート
のチェックや声掛け、学年独自の面談などの工夫もしてきた。
今後とも教員の力量を高めていく。

A

学校集団として未然防止に努めるとともに、
早期発見・早期対応する。生活課題を減少さ
せる。（月10件以下）

充分できたとは言えないが、現段階でよくここまでで納められ
たと考えている。いじめの区への報告数４件。不登校等につい
ても様々な課題がある中で関係諸機関と連携しながら進めて
きている。

B

・生徒会によるいじめ根絶へ向けた取り組
み、 自治的な取り組み（縦割り）を行う。（学
期１回以上）

マナーアップであったり、委員会・行事で行ってきた。 B

・生活アンケート学校独自（毎月）・区独自
（年３回）を実施・分析する。
・生活指導部会・課題検討委員会等で情報
共有し、対応する。積極的にSCや関係諸機
関とも連携する。（週1回以上）

・アンケートの実施・分析は計画通り実施。（事案によっては不
登校に進むことがあり、対応できない面もあった）
・生活指導部会・課題検討委員会・校内委員会と行うことがで
き、積極的に関係機関とも連携してきた。組織的にメンバーが
重なっているため、共有化に課題が残る。

B

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

・いじめについては、人との関わりを苦手と
する生徒を多く抱えているので、常に注意を
払っていく。保護者についても同様である。
そのため、日頃からの風通しの良い人間関
係を生徒・保護者とも作れるように努力して
いく。
・不登校や様々な問題行動については、関
係諸機関との連携と情報共有が重要になっ
てくる。今後も緊密な連携に努めていく。
学校との関係が難しい家庭においては、
粛々と対応するしかないが、関係を切らない
ように努める。

重点目標 一人一人を大事にし、安心・安全・快適な学校づくりを目指す。

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・幼さ、体験経験不足等により、自己中心的
で周りのことを思いやる、集団としての動きを
身に付けるのに時間がかかる生徒に対し、３
年間を見通して、個々の生徒理解に努める
のはもちろん、集団を育成する上での考え方
や働きかけについては、教員の研修も深め
させる。
・全ての生徒にリーダーシップ・フォロアー
シップの機会と場を与え、考えさせる。



平成30年度 学校評価 品川区立戸越台中学校 公開

評価項目５　（信頼される学校づくり）

最上段：成果指標 　最上段：成果指標の達成状況の説明
評

２段目以降：取組指標 　２段目以降：取組指標の達成状況の説明
価

学校理解の推進
(学校公開や保護者会等の出席者数を増や
す。現状２０%up)

学校理解推進のため努力し、少しずつは理解がされてきてい
る。学校公開等の数値については前年度よりは多くなっている
が、更なる工夫をしていく。

B

・学校が目指していることや取り組み状況を
積極的にPRする。（学校便りの発行月１回、
HPの更新週1回・掲示板の掲示物の更新月
2回以上）
・保護者会等での保護者のニーズを知る。
（アンケートの実施）

・様々な取り組みについては計画通りに行ってきた。そこに対
する感想等はなかなか届かない。アンケートも実施するが、書
いてくれる人が少ない。また、校舎内ですれ違ってもなかなか
話をする機会がなく、とても残念である。

B

地域・PTAとの連携・行事への取り組みを
充実させ協力者を増やす。現状の２０％up

ＰＴＡとの連携行事や地域との連携行事もきちんと行え、生徒
会や一般生徒も楽しく参加できた。しかし、ＣＳについてはまだ
十分とは言えない。

B

・コミュニティスクールの機能を円滑に導入し
運営を行う。
（組織・運営・ボランティア・未来塾等を整備
する）

・未来塾についてはボランティアを集めて、回数は十分ではな
いものの行うことができた。
・ＣＳフェスタについても、地域との連携・地域の方の力を借り
て行われている教育活動を整理しながら、参加した。

B

・PTAと生徒会および地域と生徒会が連携し
て行事等の取り組みを行う。（生徒全員年１
回以上）
・祭礼関係・パトロール・区民祭りや地区運
動会等への協力体制を構築する。

生徒会・ＰＴＡ・地域センター・地域等協力体制で、行事等に取
り組めた。生徒にとって様々な人とのかかわりはとても大事で
ある。

A

Ａ＝十分達成できた　Ｂ＝おおむね達成できた　Ｃ＝未達成

②

ＰＴＡ・地域センターとはいい形で連携できて
いると考える。活動の幅を広げすぎず、内容
の見直しをしながら進めていく。

ＣＳについてコーディネーターは見つからな
いが、未来塾や学校として公募をかけ、多少
保護者等の協力が得られた。今後も地域の
協力者を見つける努力を行っていく。

学校の応援団としての保護者・地域の信頼を得られるように積極的に開く。
※今年度初めてコミュニティ・スクールとなるので円滑な導入ができるようにする。

重点目標

評
価
指
標

今後の課題と改善策

①

・学校として、学校便り・ＨＰ・校長室より・手
書きの校長便り「あしあと」、各学年週１回発
行の「学年便り」、クラスにもよるが「学級だよ
り」、校内掲示版・校外掲示板と努力はして
いる。３０年度１学期から３学期までの来校
者は3083名。１学期を比べると2019年度と比
較すると20名来校者が増加している。
・保護者のニーズはつかみにくいが学校へ
の信頼を獲得する方策について今後も検討
し努力していく。


